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公
共
事
業
は
利
便
性
だ
け
で

な
く
、
人
命
や
財
産
を
災
害
か
ら

守
る
も
の
で
す
。
そ
の
事
業
を
担

っ
て
い
る
建
設
企
業
は
、
地
域
雇

用
や
地
域
経
済
の
発
展
等
、
社
会

的
使
命
も
担
っ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
公
共
事
業
の
当
初
予

算
額
は
、
ピ
ー
ク
時
の
平
成
８
年

度
の
約
１
５
５
２
億
円
に
対
し
、

平
成
27
年
度
は
約
６
６
０
億
円

と
半
分
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

              

 

公
共
事
業
の
減
少
に

伴
い
、
低
価
格
で
応
札

せ
ざ
る
を
得
な
い
ケ

ー
ス
や
発
注
も
十
分
な
平
準
化 

    

が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

第
１
・
第
２
四
半
期
は
労
働
力
が

余
り
、
第
３
四
半
期
以
降
に
労
働

力
が
不
足
す
る
状
況
に
あ
る
。
建

設
産
業
の
労
働
環
境
の
改
善
を

始
め
、
一
定
量
の
受
注
額
の
確
保

や
、
計
画
的
な
受
注
が
で
き
る
配

慮
が
必
要
と
考
え
る
が
、
経
営
安

定
化
に
向
け
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
か
。 

 

労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
認

証
を
評
価
す
る
こ
と
に

よ
る
労
働
環
境
の
改
善
。
予
算
成

立
後
は
速
や
か
に
公
共
事
業
実

施
個
所
の
公
表
。
労
務
単
価
や
建

設
資
機
材
単
価
へ
の
市
場
価
格

の
早
期
繁
栄
等
積
算
基
準
の
見

直
し
。
受
注
機
会
を
拡
大
す
る
取

り
組
み
と
し
て
技
術
者
一
人
当

た
り
の
受
注
工
事
高
の
評
価
。
同

種
同
規
模
の
複
数
工
事
を
同
時

期
に
発
注
し
、
一
括
審
査
を
行
う

取
り
組
み
。
平
準
化
す
る
取
り
組

み
に
お
い
て
は
、
稼
働
し
て
い
る

工
事
の
月
別
工
事
量
で
評
価
し

均
等
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
る
。 

 

三
重
県
の
平
成
27
年
度

の
落
札
率
は
87
・
7
％

と
、
全
国
平
均
値
を
下

回
っ
て
は
い
る
が
、
改
善
方
向
に

あ
る
。
し
か
し
、
市
町
は
、
低
入

札
が
行
わ
れ
る
な
ど
落
札
率
が

極
端
に
低
い
。 

「
担
い
手
３
法
」
の
改
正
に
伴
い

三
重
県
で
は
、
「
発
注
機
関
事
務

の
運
用
に
関
す
る
指
針
」
遵
守
に 

      

道
路
は
、
地
域
間
を
結
び
、
地

域
経
済
の
活
動
や
、
地
域
間
交
流
、

災
害
時
な
ど
の
緊
急
車
両
の
通

行
な
ど
、
極
め
て
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
公

共
事
業
の
予
算
削
減
等
に
伴
い
、

県
内
各
地
に
お
い
て
工
事
途
中

で
止
ま
っ
て
い
る
道
路
を
多
く

見
受
け
ま
す
。 

              
向
け
、
市
・
町
と
「
発
注
者
協
議

会
三
重
部
会
」
を
立
ち
上
げ
た
。

こ
の
場
で
、
市
町
に
対
し
適
正
な

予
定
価
格
の
設
定
、
設
計
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
作
成
な
ど
の
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

      

一
般
国
道
１
６
６
号
線

は
、
松
阪
市
飯
高
町
川

俣
地
区
の
約
５
㎞
が
未

改
良
で
、
車
の
対
向
す
ら
で
き
な

い
、
危
険
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
松
阪
環
状
線
は
、
東
黒

部
町
の
国
道
23
号
線
と
、
豊
原

町
の
県
道
伊
勢
松
阪
線
を
結
ぶ

都
市
計
画
道
路
で
、
津
波
の
避
難

経
路
や
洪
水
時
の
堤
防
決
壊
の

対
策
と
し
て
、
早
期
完
成
が
望
ま

れ
て
い
る
。
現
在
の
進
捗
状
況
と

今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。 

 

         

田
引
バ
イ
パ
ス
は
、
残
る

約
７
０
０
メ
ー
ト
ル
に

つ
い
て
整
備
を
進
め
て

お
り
、
約
２
４
０
メ
ー
ト
ル
を
、

来
春
に
は
供
用
し
た
い
。
県
道
蓮

峡
線
バ
イ
パ
ス
は
、
七
日
市
地
区

の
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
優
先

し
て
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
、
今

年
度
は
用
地
買
収
を
進
め
る
。 

 

県
道
松
阪
環
状
線
は
、
近
鉄
跨

線
橋
の
詳
細
設
計
を
行
う
な
ど
、

整
備
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。 

 

櫛
田
川
右
岸
堤
防
か
ら
国
道

23
号
ま
で
の
区
間
は
、
櫛
田
川

の
堤
防
接
続
部
の
構
造
及
び
内

水
対
策
を
検
討
し
て
い
る
状
況

で
あ
り
、
引
き
続
き
構
造
を
検
討

し
、
関
係
す
る
河
川
管
理
者
、
道

路
管
理
者
と
の
協
議
を
進
め
、
用

地
買
収
、
工
事
着
手
の
準
備
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
。 

 

国
道
１
６
６
号
線
は
、
今

年
度
中
学
校
が
統
合
し

た
こ
と
に
よ
り
、
通
学
の

安
全
対
策
と
し
て
も
早
期
改
良

が
望
ま
れ
て
い
る
。 

松
阪
環
状
線
は
、
大
平
橋
が
障

害
物
と
な
り
、
大
惨
事
が
つ
な
が

る
可
能
性
が
あ
る
。 

県
内
各
地
に
お
い
て
も
、
１
６

６
号
線
や
松
阪
環
状
線
の
よ
う

な
、
同
様
の
事
例
は
多
く
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
ま
ず
は
、
安
全

対
策
を
優
先
し
た
、
道
路
整
備
の

促
進
を
お
願
い
し
た
い
。 
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一般国道 166 号線（飯高町富永地内） 

1552 億円 

公共事業（県土整備部）当初予算の推移 

660 億円 

櫛田川と大平橋（東久保町地内） 

松阪環状線（東久保町地内） 
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